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第 11回海部会 WG 干潟観察会について 

■第 11回海部会 WGの目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スケジュール 

・ 日  時：平成 25年 8月 5日（月） 

・ 集合場所：東幡豆駅 

・ 見学場所：東幡豆トンボロ干潟、西浦人工干潟 
 

時間 内容 備考 

10:00 東幡豆駅集合、移動（15 分） バス移動 

10:15 トンボロ干潟見学（40分） 解説：石川氏 

10:55 移動（10分） バス移動 

11:05 西浦人工干潟見学（40分） 解説： 

11:08 干潮時刻 潮位 37cm 

11:45 移動（15分） バス移動 

12:00 昼食、休憩（60分） 場所未定 

13:00 ふりかえり、次回 WGに向けて（90分） 場所未定 

14:30 解散  

 

■潮位グラフ（8月 5日、三河地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 天然干潟と人工干潟の両方を見学し、望ましい干潟の姿について、皆で議論

し、共有する 

 生物、水質、景観などの様々な視点から両方の干潟を見学し、理解

を深める 

 各人の感想を話し合い、望ましい海、干潟の姿について共有する 

 次年度以降のことも見据え、海部会のスタンスを皆で確認するよう

な活動とする 
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■準備物 

 

NO 準備物 備考 

1 デジタルカメラ  

2 筆記用具  

3 サンダル以外の履物 怪我防止 

4 帽子 その他熱中症対策 

5 飲物  

 

■ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東幡豆町トンボロ干潟 

西浦人工干潟 

2.5km 車 8分 
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■参考：東幡豆町トンボロ干潟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：西尾市観光協会 http://www.240kanko.com/?page_id=4382 
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■参考：西浦人工干潟 

シーブルー事業： 

このプロジェクトは、中山水道航路の浚渫で発生する良質な砂を利用した覆砂（良質な砂を

海に撒き、砂でヘドロの表面を覆うこと）を中心とした事業です。 

覆砂によって汚染物質の海中への溶出を抑制し、水質の改善を図ることができます。また、

海辺に良質な砂を使い、干潟を形成したり、海底を浅くして海草などによる自然浄化作用を高

める工夫も進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■シーブルー事業実施地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■三河湾西浦地区における干潟の再生 

出典：国土交通省 中部地方整備局 三河港湾事務所 

http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/gaiyou/jigyou_seablue.html 


